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第
十
八
号
様
式
の
三
中
「第

110条
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
20万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

c
第
63条
の
４
第
１
項
又
は
第
100条

第
２
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、妨

は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又

」
を

「第
106条

の
２
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、１
年
以
下
の
懲
役

に
処
し
、
又
は
こ
れ
に
伴
科
す
る
。

^
第
63条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は

陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

第
111条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、使
用
人
そ
の
他

の
業
務
又
は
所
有
し
、
若
し
く
は
使
用
す
る
道
路
運
送
車
両
に
関
し
、
次
の

を
し
た
と
き
は
、
行
為
人
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
に
対
し
て
当
該
各
号

対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

\
第
106条

の
２
２
億
円
以
下
の
罰
金
刑

若
し
く
は

300
万
円
以
下
の
罰
金

忌
避
し
、
若
し
く
は
質
問
に
対
し

の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人

各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為

に
掲
げ
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に

」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
号
様
式
中
「各

号
の
一

」
を
「各

号
の
い
ず
れ
か

」
に
、「20万

円

」
を
「30万

円

」
に
改
め
、「第

63条
の
４
第
１
項
又
は

」
を
削
る
。

（
自
動
車
型
式
指
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

自
動
車
型
式
指
定
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）
第
三
十
一
条
第
四

項
、
第
七
項
、
第
十
一
項
及
び
第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
自
動
車
並
び
に
同
条
第
九
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
二
輪
自
動
車
（
小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）」
を
「
普
通
自
動
車
、小
型
自
動
車
又
は
軽
自
動
車（
二

輪
自
動
車
を
除
く
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
六

年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）」を
加
え
る
。

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
運
輸
省
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
運
輸
省
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
運
輸
省
令
第
三
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
、
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
四
十
四
条
第
五
項
の

表
第
一
号
」
を
削
り
、「
次
表
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
を
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
」
を
「
同
項
中
「
左
側
面
」
と

あ
る
の
は
「
左
側
面
又
は
右
側
面
」
と
」
に
改
め
、
同
項
の
表
を
削
る
。

（
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
四
年
運
輸
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
第
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」に
、

「
同
項
第
一
号
中
「
板
状
そ
の
他
歩
行
者
、
自
転
車
の
乗
車
人
員
等
が
当
該
自
動
車
の
後
車
輪
へ
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
を
有
効
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
形
状
」
と
あ
る
の
は
「
歩
行
者
が
当
該
自
動
車
の
後
車
輪
へ
巻
き
込
ま
れ
る

お
そ
れ
の
少
な
い
構
造
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
地
上
四
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
、
そ
の
上
縁
の
高
さ
が
地
上

六
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
よ
う
に
取
り
付
け
ら
れ
、
か
つ
、そ
の
上
縁
と
荷
台
等
と
の
間
隔
が
歩
行
者
、

自
転
車
の
乗
車
人
員
等
が
当
該
自
動
車
の
後
車
輪
へ
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
有
効
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
」
と
あ
る
の
は
「
地
上
六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
」
と
読
み
替
え
る
」
を
「
告
示
で
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
六
条

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
運
輸
省
令
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
を
削
る
。

附
則
第
一
条
中
「
、
第
三
条
の
規
定
は
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
」
を
削
る
。

第
106条

中
「
第

106号
」
を
「
第

106条
」
に
改
め
、「
地
上

1•
5
N
」
の
下
に
「
以
下
」
を
加
え
、
同
条
を
第

187条
と
す
る
。

第
105条

第
２
項
中
「
及
ぶ
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
条
を
第
186条

と
す
る
。

第
104条

を
第
185条

と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
号

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
及
び
装
置
型
式
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
七
月
七
日
国
土
交

通
省
令
第
八
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六

百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
五
年
七
月
七
日

国
土
交
通
大
臣

林

寛
子

目
次
中「（

第
１
条
`
第
２
条
）」を「（

第
１
条
`
第
２
条
の
３
）」に

、「（
第
３
条
`
第

31条
）」を「（

第
３
条
`
第

58

条
）」に
、「（
第
32条
`
第
60条
）」を「（

第
59条
`
第
114条

）」に
、「（
第
61条
`
第
89条
）」を「（

第
115条

`
第
170条

）」
に
、「（
第
90条
`
第
95条
）」を「（

第
171条

`
第
176条

）」に
、「（
第
96条
`
第
101条

）」を「（
第
177条

`
第
182条

）」に
、

「（
第
102条

`
第
107条

）」を「（
第
183条

`
第
188条

）」に
改
め
る
。

本
則
中
「
別
添
39」
を
「
別
添
74」
に
、「
別
添
38」
を
「
別
添
73」
に
、「
別
添
37」
を
「
別
添
72」
に
、「
別
添
36」

を
「
別
添
71」
に
、「
別
添
35」
を
「
別
添
70」
に
、「
別
添
34」
を
「
別
添
59」
に
、「
別
添
33」
を
「
別
添
58」
に
、「
別

添
32」
を
「
別
添
57」
に
、「
別
添
31」
を
「
別
添
56」
に
、「
別
添
30」
を
「
別
添
55」
に
、「
別
添
29」
を
「
別
添
54」

に
、「
別
添
28」
を
「
別
添
53」
に
、「
別
添
27」
を
「
別
添
52」
に
、「
別
添
26」
を
「
別
添
51」
に
、「
別
添
25」
を
「
別

添
50」
に
、「
別
添
24」
を
「
別
添
49」
に
、「
別
添
23」
を
「
別
添
48」
に
、「
別
添
22」
を
「
別
添
47」
に
、「
別
添
21」

を
「
別
添
46」
に
、「
別
添
20」
を
「
別
添
45」
に
、「
別
添
19」
を
「
別
添
44」
に
、「
別
添
18」
を
「
別
添
43」
に
、「
別

添
17」
を
「
別
添
42」
に
、「
別
添
16」
を
「
別
添
41」
に
、「
別
添
15」
を
「
別
添
40」
に
、「
別
添
14」
を
「
別
添
39」

に
、「
別
添
13」
を
「
別
添
38」
に
、「
別
添
12」
を
「
別
添
37」
に
、「
別
添
11」
を
「
別
添
36」
に
、「
別
添
10」
を
「
別

添
33」
に
、「
別
添
９
」
を
「
別
添
29」
に
、「
別
添
８
」
を
「
別
添
25」
に
、「
別
添
７
」
を
「
別
添
24」
に
、「
別
添
６
」

を
「
別
添
14」
に
、「
別
添
５
」
を
「
別
添
13」
に
、「
別
添
４
」
を
「
別
添
12」
に
、「
別
添
３
」
を
「
別
添
11」
に
、「
別

添
２
」
を
「
別
添

10」
に
、「
別
添
１
」
を
「
別
添
９
」
に
、「（
第
２
節
及
び
第
３
節
関
係
）」を「（

第
２
章
第
２
節
及
び

同
章
第
３
節
関
係
）」に
改
め
る
。

第
１
条
中
「
第
１
条
の
２
、
第
12条
、
第
13条
、
第
18条
の
２
第
２
項
、
第
３
項
、
第
22条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま

で
、
第
22条
の
２
、
第
22条
の
４
、
第
32条
か
ら
第
42条
ま
で
、
第
50条
」
を
「
第
１
条
の
２
、
第
１
条
の
３
、
第
９

条
、
第
11条
か
ら
第
28条
ま
で
、
第
32条
か
ら
第
43条
ま
で
、
第
43条
の
４
か
ら
第
44条
ま
で
、
第
46条
、
第
50条
、

第
54条
」
に
改
め
る
。

第
２
条
第
７
号
の
次
に
次
の
１
号
を
加
え
る
。

八
「
協
定
規
則
」
と
は
、
車
両
な
ら
び
に
車
両
へ
の
取
付
け
又
は
車
両
に
お
け
る
使
用
が
可
能
な
装
置
及
び
部
品

に
係
る
統
一
的
な
技
術
上
の
要
件
の
採
択
並
び
に
こ
れ
ら
の
要
件
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
認
定
の
相
互
承
認
の
た

め
の
条
件
に
関
す
る
協
定
に
付
属
す
る
規
則
を
い
う
。

第
２
条
の
２
の
次
に
次
の
１
条
を
加
え
る
。

（
破
壊
試
験
）

第
２
条
の
３
保
安
基
準
第
１
条
の
３
た
だ
し
書
き
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
安
基
準
第
15条
第
２
項
並
び
に
第
18条
第

２
項
及
び
第
３
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
を
、
同
一
の
構
造
を
有
す
る
装
置
が
他
に
存
在
し
な
い
又
は
著
し
く
少
な

い
た
め
破
壊
試
験
を
行
う
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
る
装
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

装
置
と
す
る
。

一
次
に
掲
げ
る
装
置
以
外
の
装
置

イ
指
定
自
動
車
等
に
備
え
る
装
置

ロ
法
第
75条
の
２
の
規
定
に
よ
り
そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
装
置

二
前
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
装
置
で
あ
っ
て
改
造
が
行
わ
れ
た
も
の

第
107条

を
第
188条

と
す
る
。

�


